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化学物質の管理

　日東電工では1999年7月のPRTR（化学物質排出・移動

登録）の法制化に先立ち、1995年度に「日東特別管理化学物

質管理規程」を定めました。この規程に基づき、管理対象物

質の取扱・排出・移動量を正確に把握するため、化学物質管理

データベースを独自に構築し、運用しています。

　日東電工が主に扱っているPRTR対象物質は、トルエン、ジク

ロロメタンなどの有機溶剤で、これらの大気への排出抑制のた

めに溶剤の回収装置や燃焼処理装置（脱臭炉）を設置するととも

に、製造設備からの漏洩防止策などを講じています。

　一方、発生源対策として、有機溶剤の使用量低減を目的とし

た無溶剤型製品の開発にも積極的に取り組んでいます。

　このような削減努力の結果、2004年度の大気排出量は

2000年度比で71%の削減を実現しました。

PRTR対象物質を適正に管理しています
　日東電工グループは、有害物質であるポリ塩化ビフェニル

（PCB）を、「ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の推進

に関する特別措置法」に基づき、適切に保管しています。

　また、PCBの処理に関しては、処理予約制度を活用して、

率先して処理することを方針にしています。

　豊橋事業所では、豊田市の処理場にて2005年度にPCB

保有数の約半分を処理し、残りは2006年度上期にすべて処

理する予定となっています。今後、他の事業所・国内グループ

会社についても、随時PCB処理を開始する予定です。

PCB廃棄物を率先して処理していきます

　事業のグローバル化にともない、世界各国の法規制に対応することは
必要不可欠となってきています。特に、人体や環境に大きな影響を与え
る化学物質には、各国ごとにさまざまな法規制があります。
　日東電工では、1996年4月に化学物質に関するデータベースを独自
に構築していますが、2005年4月からはさらに内容を充実した新しい
データベースとなりました。このデータベースは、国内・海外の化学物質
に関する法規制、原材料メーカーからのMSDS(化学物質安全性データ
シート)、法規制該非調査表、特定物質含有調査表、内部情報である資材

3ヶ国語に対応したデータベースで、世界の法規制と原材料の化学物質情報が検索できます 
TOPICS

■ PCB管理保管数 （日東電工単体＋国内グループ会社）
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高圧トランス（台）
高圧コンデンサ（台）
蛍光灯・水銀灯など安定器（個）
PCB油（ℓ）

データと日東自主管理物質リスト等から構成されています。
　グループ全従業員が、扱う化学物質の法規制情報を閲覧できます。
　化学物質取扱いマニュアルも簡単に検索でき、作業者が安全に化学物
質を取り扱えるよう配慮しています。このマニュアルは、海外グループ
会社でも利用しやすいように、現在、日本語・英語・中国語版があります
が、2005年度はさらに台湾語・韓国語・ポルトガル語・ベトナム語版も作
成し、多言語に対応していきます。

PCBの管理化学物質の管理

→P24

→P24

トルエン
ジクロロメタン
キシレン
フタル酸ジ-n-ブチル
エチレングリコールモノメチルエーテル
エチレングリコール
ジクロロペンタフルオロプロパン
フタル酸ビス（2-エチルヘキシル）
ポリ（オキシエチレン）=ノニルフェニルエーテル
アクリル酸
エチルベンゼン
N,N-ジメチルホルムアミド

物質名 日東電工単体 国内グループ会社
2000 2001 2002 2003 2004

単位：t/年
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（注）2001年度のトルエン排出量について、「環境報告書2003」では2,040tとしていましたが、集計に誤りがありましたので訂正しました。

■ 主なPRTR対象物質の大気排出量

環境保全での取り組み


